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AOZORA NEWS

さんだや

　早いもので、今年度も残り 3ヶ月となりました。毎日の生活を大切に楽しい園生活を送りたいと思います。
今年度のあおぞらニコニコ通信では、あおぞら園の療育、子どもたちが自分で考えてわかってできる環境づくり、安定
した睡眠と生活リズム、就学・就園準備、五感で味わう給食、あおぞらアート、子どもたちの行事などについてお話させ
ていただきました。毎月、ニコニコ通信を書かせていただくことで、私自身があおぞら園の療育を考える機会になった
と感謝しています。来年も引き続きあおぞら園の活動をお知らせしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

今回は「音楽」のお話をさせていただきます。先日、兵庫大学生涯福祉
学部こども福祉学科の立本先生がゼミ生さんといっしょにあおぞら園へ来
てくださり、子どもたちと音楽療育の時間を持ってくださいました。はじ
めての方と活動することが苦手な子どもも多いのですが、あおぞら園の職
員と役割分担しながら、子どもたちに負担が少ない環境でギターやキー
ボードの演奏で歌を歌っていただいたり、絵本に合わせて音を出したり、
パペットでお話ししたり・・・と、とても楽しい時間を過ごさせていただ
きました。なかなか生では聞くことがないだろうギターの演奏にうっとり
している子どももたくさんいました。立本先生がとても柔和な雰囲気で子

どもたちを受け入れてくださり、子どもたちも安心して音楽を楽しんでいる様子で、「音」が苦手な子どもも１日を通し
て大きく乱れることもなく過ごせました。今回のような「生」の音には嫌悪感を持つ子どもが少ないと聞いたことがあっ
たのですが、ほんとうにそう感じました。私自身、「弦」の奏でる音が大好きで、とても癒されました。生演奏と CD な
どの音源では「周波数」の違いがあり、生演奏で発生する人が聞こえない音も私たちを癒してくれているそうです。立本
先生は、これからも、不定期にはなりますが子どもたちに音楽を提供してくださいます。私たち職員も子どもたちも生
の音に癒される時間を大切にしていきたいと思います。そして、音楽のある生活が心地よくなり、将来、趣味の一つに音
楽を聴くことが加わってくれるといいなと思います。

きらきらを利用されているＡさんが通われている社会福祉法人京都ライトハウス視覚支援あいあい教室主催の視覚障が
い疑似体験会の案内をいただき、参加させていただきました。
ライトハウスの説明や視覚障がいについての説明の後、すぐに体験が始まりました。手引き体験では初めての場所で、
環境がわからないことよりも手引きをしてくれる人との信頼関係が大切だと感じました。あおぞら園の職員とペアを組ん
だこともあり、関係があるからこそ、分からない時には質問をしたり、引いてもらう手が信用できたりしました。
後半はＡさんの視力を疑似体験できるめがねをつけて、ペープサートや制作を体験しました。私が思っていた以上に分
かることがあったり、必要な情報は何かに気付くことができました。いろいろな教材も紹介していただき、環境（道具）によっ
てもっと楽しめることやできることがあることが分かりました。早速きらきらにも取り入れていきたいと思いました。
また、休憩時間には紙パックの飲み物を受け取り、何味なのか分か
らないままドキドキしながらストローで吸いました。その時、きらき
らの活動でＡさんが「やりたくない」「こわい」と感じることを体験す
ることができました。安易に「大丈夫」という声かけをするのではなく、
しっかりと情報を伝えたり、ご本人さんが安心して「やってみよう」
と思えるよう支援していきたいと感じました。
自分で目を閉じて見えない世界、見えにくい世界を想像する以上に
いろいろなことに気付くことができた体験会でした。今後も自分たち
だけで支援を考えるのではなく、他機関と連携をしながら、お子様一
人ひとりに合わせた支援に取り組んでいきたいと思います。（泉川）
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今年度も神戸市西区にお住いの藤田様の畑でかぶ掘りをさせていただき、牛舎の見学
は村上牧場様にご協力いただきました。
　各クラス、「おおきなかぶ」の絵本を見たり、シーツで作った大きなかぶを実際に引っ
張ってみたりしながら、かぶ掘りの日を楽しみにしていました。当日は短い時間でした
が、畑の土を触って自然に触れたりかぶや大根の大きな
はっぱに触れたりして、それぞれに園での遊びとは違う
楽しさを感じていたようでした。

牛舎の見学では、ドキドキしているお子様もいましたが自分から牛に餌をあげるお子様
もいました。間近で見る牛がとても大きく、驚いているお子さん達の表情が印象的でした。
実際に見たり触ったりして様々な体験をすることで、お子様達が色々なことを感じられた
と思います。（大向）

第2回 LGBTQ+/SOGIE出前講座を開催！ ～さらにありのままがあたりまえのまちづくりを目指して～

明石市が取り組まれている LGBTQ+/SOGIE 出前講座の内容があまりにも充実していたので、10 月 19 日に引き続き、
12 月 7 日に早速、第 2 回目を開催させていただきました。講座は LGBTQ+/SOGIE を通じて多様な生き方を知ることで、
人権に対する意識をさらに高められる内容でした。私たちが関わる障害のあるこども達に対しても大人の価値観を押し付
けるのではなく、一人ひとりの多様な人格を大切に成長発達をサポートすることが求められています。
あおぞら園・きらきらでの LGBTQ+/SOGIE 出前講座ではお馴染みの講師、明石市 政策局 SDGs 推進室 LGBTQ+/SOGIE

施策担当の増原さんに今回も対応していただき、前回は座学がメインでしたが、今回は職員同士でのワークショップを
中心に講座を進行して下さいました。
「ありのままがあたりまえ」を実現するには多
様な生き方を知り、共感することがまず第一歩だ
と思います。
今後も利用するお子様、家族、職員たちの＂あ

りのままがあたりまえ＂を大切にできる「あおぞ
ら園・きらきらとして LGBTQ+/SOGIE 出前講座
に取り組んでいきます。（服部）

あおぞら園送迎バスのイラスト作者Saya. さん訪問♪ ～親しみやすいあおぞら園・きらきらへ～

今年度の明石市立あおぞら園・きらきら＂ビッグニュース＂の 1つとして「赤バス、青バス」で長年、親しまれていた
送迎バスが定年劣化の為、6月から新車に変わったことです！
新しい送迎バスのボディには職員から募集した動物から「クジラ」を採用して、海にちなんだ「シロクマ」と対でイラ

ストを作り、ペイントされています。
　イラストは宝塚市にお住まいで来年 3月に 2児の母となる Saya. さんに依頼しました。Saya. さんは育児休暇中に、スキ
ルマーケット「ココナラ」で「ほんわかかわいい似顔絵描きます」というサービスを開始されて活動されているフリーラ
ンスのイラストレーターさんです。
ご自身も育児をされていることから育児・教育などの活動をしている方と、イラストのお仕事でぜひご一緒したいとの
ことで、だれからも親しみやすく、やさしいクジラとシロクマを作成していただきました。
新型コロナウイルス感染症の影響により、訪問が延期していましたが、11 月 22 日に来園いただき、クジラとシロクマ
がプリントされた送迎バスとのご対面を果たすこ
とが出来ました！
Saya. さんも送迎バスのペイントの出来栄えに大
変満足してくださり、＂なんと！＂あおぞら園・き
らきらの各クラスの「らっこ・ぺんぎん・いるか・
星」マークも作成していただけることになりまし
た。来年度から＂より親しみやすいあおぞら園・
きらきら＂として Saya. さんのイラストともにス
タートしたいと思います。（服部） 浅原園長と Saya. さん（右）

あおぞら園かぶ掘り体験＆牛舎見学 ～自然や動物とふれ合う体験の大切さ ～

各グループで出た意見や感想を
全員で共有しました

LGBTQ＋/SOGIE 出前講座
名講師「増原さん」

あいあい教室・視覚障がい疑似体験会 ～ご本人の世界を体験し、支援を考える～

浅原奈緒子園長のご挨拶

立本先生による音楽療法

視覚障がい疑似体験を行う
泉川主任と小坂田相談員

牛にエサをあげる
いるか組のお子様

かぶ掘りを楽しむいるか組


